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V　植物社会学的立場からの現存植生の保全と積極的な

　　植生復元への提言

　発電断の設置が予定されている東通村小田野沢南通地域は，植物社会学的植生区分によると，

広域的にはブナクラス域，すなわち夏緑広葉樹林域に属している。今臼までの1二本に於ける主な

各種のエネルギー基地や工場立地は関東の京浜，中部地方の中京，近畿地方の阪神，九州地方の

北九州工業地帯など何れも本州中部以西に集中していた。これらの地域は植物社会学的植生区分

によるヤブツバキクラス；常緑広葉樹林域に属している。しかし，近年の新産業都市計画や新全

国総合開発計画に基づいて，北海道の苫小牧地区，青森のむつ小川漂，八戸地区，北陸地方の新潟，

金沢地区などのブナクラス域に属する地区の併1発が急速に進められるようになってきた。この集

約的な産業立地のヤブツバキクラス域からブナクラス域への移行は，道路，建築物などの土木技

術的な面では大きな闇題を生じなかったかも知れない。しかし潜在自然植生で示されるように立

地の質は異る。ブナクラス域でも，これからの大規模な産業立地形成には，同時に直接，間接的

に関係する人々の生活の場としても利用され，豊かな生活環境，自然環境の確保が必要となる。

　この産業立地のヤブッバキクラス域からブナクラス域の移行は利用すべき立地の質がまったく

異なることを意味し，大規模な土木工事などに対するその土地の自然環境の抵抗姓，耐久性，復

元力に大きな差があることを慧治している。したがって立地利胴計細の前提条件としてその土地

環境の無機的，生物的環境要因あるいは種々環境要因の総和の結果としての植生のきめ細かな調

査を基礎として，豊かな自然環境と産業行動との調和を求める新しい調査・計画が必要である。

　1．　現存植生の積極的利用

　発電所の酒桶が予定されている小田野沢海岸地帯は，広域的にはブナクラス域；夏緑広葉樹林

域に心すると購時に，海岸の貧病な砂質土壌と冬季の強い季節風という植生にとっては，きわめ

て厳しい生物環境下に位置している。

　したがって，本地域では一度破壊された穂生の圃復はきわめて困難である。さらに緑化復元計

画には植栽する植物の苗が根づき，生長し，一定の緑地効果をあげるまでには，投入する費用と

技術に関係なく，一定の長い年月を必要とする。この生物的時問は他の工学的，土木的ペースと

が，しばしば対応しないことが多い。とくに発電所設遣予定地域は植物の生長に必要な生物的時

間が長い。今までおこなわれているように土木工事が先行し，多くの植生を破壊し，土地の造成

をおこない，一定の建造物が完成した段階で緑化復元計翻をおこなうという，従来広くおこなわ

れてきた画一的な手順をそのまま適用するものでは不十分であり，問題が残るといえる。

　したがってまず，現在生育している10数年あるいは数10年を経過し，生長している現存する植

生をできるだけ環境保全林，環境保全植生域として残し，積極的に利用，保全する策が望まれる。
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とくにこの発電所予定地域の立地は樹木類の生長が遅く，新たな植栽，緑化蝿頭には困難が予想

されることから，現存する森林植生（人工造林も含む）ならびに地域の代表的なあるいは特微的な

植生と考えられる砂丘後背湿地の湿原植生を可能な限り有効，機能的に保全することが望まれる。

　具体的な植生の保全計画に際しては，現存植生の具体的な位置と拡がりを表現した図である現

存植生図およびその転化図である自然度図の積極的な利用が望まれる。

　2．　緑地形成，復元計画

　大規模な土木工事で最低限生じてくる無植生地に対しては，積極的に多層構造の緑地を形成し

て空間の積極的利用と，生物的環境の形成を画る必要がある。この緑地形成，緑の環境創造計画

に際しては，その土地の潜在自然植生に応じて計画される必要がある。

　i）　潜在自然植生に基づく植栽樹種の選定

　自然状態において植生は，きわめて多種の植物種群の組み合わせによる多彩な植生を形成して

いる。これらの植生は，土地の気候的条件と土地的条件等の組み合わせによる環境傾斜に対応し

て生育，発達している。したがって，個々の地域における緑化，緑の環境創造計画は，その土地

本来の自然植生を現地植召三調査の結果から理論的に推定した潜在虞然植生図の利用が必要である。

緑化，緑の環境翻造の際の具体的な植栽樹種の選定は，潜在自然植生図に表現される主な構成種

群の中から基本的には選定される。

Tab．91．潜在自然植生クルマバソウーミズナラ群落域植栽可能種一覧表．
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　オオバクロモジゐ加461・α乏’〃め詔αZαvar．

　　　　　　　　アπ8〃め，・α〃αc8α

　コマユミ　　　E♂‘02zツ〃zz‘5α♂α∫～’5　var。曜8〃♂5

　ツリバナ　　　　Eπoπツ〃耀∫α甥）11ツZ勧5

　ニシキギ　　　　盈｛0／Zッノノ耀5αZ硯μ5

　マユミ　　　E～ω・義γノ肱5∫励・Z伽膿5

　カ・マツカ　　　　Rπ〃・漉∫α8αηf♂ZO5αva蔦！α6”∫5

　サンショウ　　　Zα〃ぬ。辺y伽那∫》ψ81漁〃π

　タニウツギ　　　W8確81α1zoノ勿〃廊

カスミザクラ

オオヤマザクラ

バクウンボク

ハリギリ

ホウノキ

オオカメノキ

ミヤマイボタ

ヤマグワ

ウワミズザクラ

ガマズミ

ツノハシバミ

ノ夢ウツギ

ムラサキシキブ

カンボク

！うw～z‘5η6ノぞα〃κ1α

P／w～～♂55αノ召β〃6／f

54y1『αエ。ゐα∬どα

Kψρα・～α・ψ～幽ぎ

ハ4ヒzgノ～oZ∫α0ゐ0ηαごα

v嵌〃凋～〃μガ〃τ砿‘ノμ

L～9～‘5ごη〃μご501～oノ～05たπ

Mo1忽∫ゐ。ノ〃～抄。～5

乃噛z侃‘59雄y⑳zα

▽必～〃フ～z〃ル4抜zごα∫〃π

Co1ツZ～‘55’oゐoZ読αノzα

理y4ノ伽98αραノzゴα磁’α

Cα〃加1：ρ4ブ＠oη’cα

v乃～〃凋～研5ω198〃∫1ご



ヒメアオキ

ムハイイヌガや

五παめαノ砂0πf6αvaLう0プ8αZガ5

C励αZo繊～45んαη‘～ノ291oノ．z∫αvar．

2～．αノ～．α

・エゾユズリハ

。ハイシキミ

・ハイイヌツゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　233

D妙んZψ1りZZZ〃μ〃εαC7闇0少0ゐ‘〃呂
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　Tab．92．潜在自然植生クマイザサーコナラ群落域植栽可能樹種一覧表．
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Tab．93．潜在自然植生マツバスゲーハンノキ群集域植栽可能種一覧表．
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　Tab．94．潜在自然植生ハマナスーハイネズ群集域植栽可能種一覧表．

　ZurPflanzungimGebietdes　Roso－Juniperetum　confertae　geeigneteArten．

．低木類Straucharten
　ハマナス　　　　RO5α1’～6905α　　　　　　　　　　　ミヤマイボタ　　L∫gど45〃Z〃πゼ5Cん0’ZO5航
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　Tab．95．潜在自然植生ハマボウフウクラス域植栽可能種一．一覧表．

　ZurPflanzungimGebietdes　GIehnietea　littorali．s　geeigneteArten．

高木類，．低木類　Hochbaumarten　und　Straucharten

　現状立地では植栽不可能

草本植物Klrautarten
　ハマニンニク　　E砂ノ規‘5刀如”5　　　　　　　　　　　コウボウシバ　　Cαノ’8躍！）脚πμα
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Tab．96．潜在自然植生ノハナショウブーススキ群集域植栽可能種一・覧表．

ZurPflanzungGebietdes　Iridl－Miscanthetum　sinensis　geeigneteArten．

現状立地での樹木類植栽困難
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現状立地での樹木類植栽不可能

現存植生の保全が望まれる。

ニツコウキスゲーヌマガや群落域

　現状立地での樹木類植栽不可能

　現存植生の保全が望まれる。
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　1i）　緑地の構造・形態

　植物群落は，群落固有の種類組成と階層構造をもっている。そして群落の種類組成，階層構造

を決定的に破壊すると，その群落は，長期に豆る安定した存続が不可能になり，ついには，消滅

に至ってしまう可能性をもつ。こうした点から植栽計画を立案するときには，目的とする群落の

種類組成，群落構造を充分に検討して対応する必要がある。

　緑地化しての効果をもっとも効率高く，集約的な緑地は，群落階層からみれぽ，低茎の草本植

物群落（一層群落）に対して，高木林のしかも四層群落以上に階層分化した森林植生がより適当
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　　　　　Fig．132．緑の環境創造計醐の緑地型の例，

　　　F・rmen　einer　gut　entw1ckelten　zuk荘nftlgen　Gr萱nanlage．

　　　　　　　A：ピラミッド型緑地　pyramidenf6rmig

　　　　　　　8：台形型緑地trapezfδrmig
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緑地効果度

Wirkungsgrad　Bach

　Gesellschaftsstrukturen

V

w

群落構造

Gesel蓋schaf亡sstruktur

　　　ilし1層および多繍1酷（高木樹

Vier－un（I　me｝1rschIchtige　GeseHschaft

田ochwaid）

　：「り幹群落唖高イく林）

Dreischichtige　Geseilschaft

（Subhochwald）

stark

gegen　Larm

gegen　Staub

gegen　andere
　Einf1Usse

111

王1

1

ρ

　二層群落砥木林）

Zweischichtige　Gesellschaft

（Buschwald）

　高茎：層群落（高茎’1・：本ξ1勤群落）

Zweischichtige　GeseHschaft

（HOChstauden）

　f醗一腕瀦q醗ノ1体胡馬群落＞

Einshichtige　Geseilsc｝1aft

（Rasena1・ti9）

　　　　　　　飛g。133．群落横造による縁地効果度．
Schematische　Gesellschaftsstruktur娘nd　ihre　Wirkung　fUr　Umweltslcherung．

であることは明らかである。したがって群落階層と緑地効果には正の粗汁関係がある。美観を目

的とする緑地であると同時に，環境形成要素としての機能的緑地の役割が望まれる今日の緑地は，

緑地効果度数（1一一V）の高い，将来4層以上の群落階層をもつ緑地が望まれる。

　しかし，我が国のように国土が狭く，土地利用が集約的におこなわれる所では，水平的に十分
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FIg．134．森林群落（樹林主部）に対するマント群落とソデ群落の配置．

　　Verteilungsschema　der　ManteL　ulld　Saumgesellschaftell　am　Wald．

W：森林群落　陰地生木本植物，ミズナラ，イタヤカエデ，ヤマモミジなど
　Waldgesellschaft；Scl激atten　ertra慕ende　B護ume

M：マント群落好陽生低木植物，タニウツギ，ノリウツギ，ガマズミなど
　Mantelgescllschaft；Son鷺eliebende．　u．　Halbschatten　liebende　Str益ucher

S：ソデ群落　　好陽生草本繊物　アキノキリンソソウ，ススキ、ヒメヤブランなど

　Saumgesellschaft；S◎nne　oder　Halbsonne　ertragende　Kr滋ter

な緑地帯のスペースが確保できない場舎が多い。しかし，緑地帯が狭い場合においても，基本的

には多層群落の緑地を形成することは可能である。すなわち，墓地の巾が最少面積の確保しかで

きない場合には，マント群落，ソデ群落を兼ね備えた森林形態の最小形態であるピラミッヂ型

（Fig．132－A）の緑地形態が望まれる。また緑地としての場所に余裕がある場合には，ピラミッ

ド型の三角形の一側辺を平行移動してできる台形型（Fig．玉32－B）の緑地の形成が可能である。

　また，一般に植物群落では，樹林が開放旧観と隣接する部分に種組成的にも構造的にも，まっ

たく異質の植物群落が存在する。これは好陽姓のツル性植物をはじめとし，低木類や草本植物類

から構成され，林縁部にそって帯状の群落として生育している。これが，いおゆるマント群落，

ソデ群落である。このマント群落，ソデ群落は，林内に直射日光が侵入したり，風の通り抜ける
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のを防ぎ，林内の環境条件を良好な状態で一定に保つ機能を果している。こうした点より，樹林，

とくに4層群落の樹林帯を保存，又は形成せしめる場合には，マント群落，ソデ群落に権当する

前付け，際どり植栽を施すか，それにかわる防風ネットなどの諸施試を設置する必要がある。
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お　わ　り　に

　下北半島の植生調査に際しては，きわめて多くの方々や機関の援助，協力を戴いた。

　東京電力株式羊飼，東北電力株式会社，尾瀬林業株式会社の各位から現地調査に際して援助い

ただいた。また古くは昭和46年から進められていた植生調査では，葉北女子大学教授石川茂雄

（当時，弘前大学教授）の御好意により多くの学生を動員していただいた。秋田県立大曲農業高

等学校教論の望月道央，長野県松本市立鳥羽小学校教諭の松田行雄氏には現地で協力いただき，

一部の標本同定をしていただいた。

　長い間の現地調査，数多くの植生調査資料のまとめに対しては，さらに以下の皆さんに協力い

ただいた。

　横浜国立大学環境科学研究センター助教授　奥田重俊，同助手の原田　洋，藤原一絵，鈴木邦

雄，同研究生の徳論久仁子，中村幸人，箕輪隆一，村上雄秀，片桐正行，仲田栄二氏の各氏。当

時の横浜国立大学教育学部生物教室学生，原田敦子，佐々木あや子，鈴木由美子，保坂和子，成

沢敬子の各氏，弘前大学教育学部生物教室の嶺時の学生遠藤邦男，山崎　茂，五十嵐優子，横山

和夫，種市幹夫の各氏，東北大学理学部附属八甲田LL喫験所の持田幸良氏，箱根町湿生花園の井

上香世子，高橋　勉氏，東京都立瑞穂高等学校の右手～夫氏，新潟県長岡市立南宮内中学校の小

日向　孝氏，名古屡植木株式会社の堀田一弘，木村雅史氏。

　以上協力戴いた皆さんに厚くお礼申し上げたい。

摘 要

　蒋森県下北半島の東遡村を中心に，下北半島のほぼ全域にわたって植物社会学的な植生調査が

おこなわれた。現地蘇生調査地点は4，000ケ所にものぼった。素心における群落組成表組み変え

作業の他の群落表との比較検討の結果の森林植生で16，低木群落で12の，草本植物群落で，さら

に82の群集，群薄の生育が認められた。また，他に姦つの人工植栽林，1つの人工草地のタイヅ

が認められた。このような多彩な群落は，下北半島では一部石灰岩地や硫気孔地，塩沼地などの

特殊環境立地を含む他に，山地，平原，低湿地，砂丘，湖沼など地形，地質的に多様な立地条件

ならびに各種の人為的要因に対応している。しかし気候的には，下北半島全域が日本海気候域に

属しており，広域植生帯的にも全域がブナクラス域に属していることから，森林植生は比較的単

純である。しかし，津軽，下北半島に集中分布するヒノキ・アスナロ群集はこの地方を特徴づける

代表的森林植生といえる。

　草本植物群落では，恐山における硫気孔楠生，釜臥山の凝亜高山植生とともに，砂丘後背湿地

や，低湿地にひろがる多彩な湿原植生を形成しているQ主に湿原植物群落にはムジナスゲ群集，

ヒライーカモノハシ群集，ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落，ヤチカワズスゲーミタケスゲ群

落，ホロムイソウクラスのヤチスゲ群落，サギスゲ群落，あるいはッルコヶモモーミズゴヶ群落
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などのミズゴケ類を伴う群落などがあげられる。

　また南北100kmにおよぶ太平洋岸の大砂丘地ではオカヒジキクラス，ハマボウフウクラス，

ハマハコベーハマニンニククラス，ノイバラクラスなどの各群落が帯状に配列分布し，しかも，

現在なお広い面積にわたって，でこれらの群落が温存されている。

　この砂丘地帯では，河川や湖沼の河口附近ではコアマモ群集，ッルヒキノカサーウミミドリ群

集などの塩沼地櫨生が良く発達している。

　人工植林や畑地，水田を占める農耕地雑草群落（シロザクラス，イネクラス，タウコギクラス

の群落など）は，下北丘陵南部およびむつ市を中心とした低地に広くひろがっている。

　以下は現在までの下北半島で植生調査され確認された植物群落単位で以下のような群落体系に

まとめられている。

　1．　ブナクラス

　　　　ササーフナオーター

　　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　　ヒノキアスナロ群集

　　　　　　ヒメアオキーブナ群集

　　　　　マルバマンサクーブナ群集

　　　　　ホッッジーミズナラ群集

　　　　　　ヒノキアスナローキタゴ隷ウ群落

　　　　シオジーニレオーダー

　　　　サワグルミ群団

　　　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　ヤチダ・モーサワグルミ群落

　　　　　エゾイタヤーケヤキ群落

　　　　ハルニレ群団

　　　　　エゾイタヤーシナノキ群落

　　　　　　クルバマソウーミズナラ群落

　　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　　イヌシデーーコナラ群団

　　　　　　クマイザサーコナラ群落

　　　　ケヤキ群聞

　　　　　タマプキーケヤキ群i落

　　　　アカマツ群団

　　　　　アカマツーミズナラ群落

　　　　カシワ群団



　　　　　ヤマカモジーカシワ群集団

　　　　ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

　　　　　マルバシモツケーコメツツジ群集

　　　　　シロバナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群落

2．　ハンノキクラス

　　　ヤチダモーハソノキオーダー

　　　　ミヤマイボターハソノキ2洋麟

　　　　　マツバスゲーハソノキ群集

3．　オノエヤナギクラス

　　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　　　タニウツギ瑳洋島

　　　　　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集

　　　　　ヒメノガリヤスーードクウツギ牙洋落

　　　　　ハマナスーエゾノコリンゴ群集

4，　ノイノミラクラス

　　　ハマナスオーダー

　　　　ハマナス群団

　　　　　ハマナスーハイネズ群集

　　　　　ハマナス先駆群落

5．　イオウゴケーチャツボミゴケクラス

　　　イオウゴケーチャツボミゴケオーダー

　　　　イオウゴケーチャツボミゴケ群団

　　　　　ヤマタヌキラソ君羊集

　　　　　イオウゴケーコメススキ群落

6．　ウラギククラス

　　　　チシマドジョウツナギ群団

　　　　　ツルヒキノカサーウミミドジ群集

　　　　　チシマドジョウツナギ群落

7．　アマモクラス

　　　アマモオーター

　　　　アマモ群団

　　　　　コアマモ群集

8．　ハマボウフウクラス

　　　ハマボウフウクラス
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　　　　コウボウムギ群団

　　　　　ハマニソニクーコウボウムギ群集

　　　　　ハマニンニクーオニシバ群集

9．　ハマハコベーハマユンニククラス

　　　ハマハコベ一州マニンニクオーター

　　　　スナビキソウーハマニンニク群団

　　　　　スナビキソウーハマニンニク群集

　　　　　ハマニンニク先駆群落

　　　　　シ用心モギ一八マニンニク群落

10．　ナカヒジキクラス

　　　オカヒジキクラス

　　　　オカヒジキオーダー

　　　　　オカヒジキ群団

　　　　　オカヒジキーハマアカザ群集

　　　　　エゾオグルマ群落

U。　ススキクラス

　　　ススキオーダー

　　　　ススキ群団

　　　　　ノハナショウブーススキ群集

　　　　　ニッコウキスゲーヌマガや群落

　　　　シバ群団

　　　　　アズマギクーシバ群集

　　　　　ナガバグサーシバ群落

　　　キリソソウーオオウシノケグサオーダー

　　　　エゾカワラナデシコーキタノコギリソウ群団

　　　　　ハマオトコヨモギーコハマギク牙洋舞ミ

　　　　　ミヤマトウキ1洋集

12．　オニシモツケーオオヨモギクラス

　　　オニシモツケーーオオヨモギオーダー

　　　　オオヨモギーオオイタドリ群団

　　　　　アカソーオオヨモギ群集

　　　　　ミズーツリフネソウ群落

　　　　　クロバナヒキオコシーオオヨモギ群集

　　　　　アキタブキーオオヨモギ群落



　　　　　カワラバハコーオオヨモギ群落

　　　　　スギナ群落

13．　ツルコケモモーーミズゴケクラス

　　　モウセソゴケーミカズキグサオーダー

　　　　モウセンゴケーミカヅキグサ群団

　　　　モウセンゴケーミカヅキグサ亜群団

　　　　　ヤチスゲ群落

　　　　　サギスゲ群落

　　　　　ワタスゲーーイボミズゴケオーダー

　　　　　ツルコケモモーオオミズゴケ群落

　　　　　サンカクミズゴケ群落

　　　　　　ウツクシミズゴケ群落

14．　ヨシクラス

　　　ヨシオーダー

　　　　ヨシ群団

　　　　　イワノガリヤスーヨシ群集

　　　　　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　　　ヒライーサンカクイ群落

　　　　　シズイ群落

　　　　　ガマ群落

　　　　　シカクイ群落

　　　　　ヌマハリイ牙洋落

　　　　　クμヌ魑マハリイ岩羊落

　　　　　ヤマイーハリコウガイゼセショウ群落

　　　　　　ヒメカイウ牙洋落

　　　　　　ミズドクサ群落

　　　　セリークサヨシ群団

　　　　　ツルヨシ群集

　　　大型スゲオーダー

　　　　ホソバヨツバムグラー大型スゲ群団

　　　　　オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集

　　　　　カサスゲ群集

　　　　　　ミズオトギリーアゼスゲ群集

　　　　　ムジナスゲ群集
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　　　　　ヒライーカモノハシ群集

　　　　　ツルカワズスゲ群落

　　　　　アイバソウーアゼスゲ群落

　　　　　ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落

　　　　　ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落

　　　　　エゾサワスゲ群落

　　　　　ヒメゴウソ零羊落

　　　　　　　コ　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　ぐ

15．　ヌマハコベータ不ツケハナクラス

　　　オオバセンキュウータネツケバナオーダー

　　　　オオバセンキュウータネツケバナ群団

　　　　　タヌキラン群集

16．　シロザクラス

　　　ツユクサオーダー

　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ群団

　　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ群集

　　　　　ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落

17．　イネクラス

　　　タマガヤツリーイヌビエオーダー

　　　　イネーイヌビエ群団

　　　　　サジオモダカ群集

18．　タウコギクラス

　　　タウコギオーダー

　　　　オオクサビキーアメリカセソダソグサ群団

　　　　　ミゾソバ群集

　　　　アゼナ群1勢

　　　　　カワラスガナーマツバイ群i落

　　　　　オオニワホコリーアゼテンツキ群落

　　　　　カジマタガや群落

19．　ヒルムシロクラス

　　　ヒルムシ酒壷ーター

　　　　ヒルムシロ群団

　　　　　オヒルムシロ群落

　　　　ヒツジグサ群団

　　　　　ジュンサイーヒツジグサ群落
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20。　上級単位未決定群落

　　　オオバコオーダー

　　　　　ミチヤナギ群団

　　　　　カゼクサ一翼オバコ群集

　　　　　チカラシバーオオパコ群落

　　　　　　ミノボrZスゲーオフ董一ノくコ群落

　　　　　　ヒメヤブランークロマツ群落

　　　　　　モミジイチゴークマヤナギ群落

　　　　　　ミヤマビャクシン群落

　　　　　　イヌコリヤナギ先駆群落

　　　　　　イソノキーヤチヤナギ群落

　　　　　　イソツツジ群落

　　　　　　ヤマテキリスゲ群落

　　　　　　サドスゲ群落

　　　　　　コウボウシバ群落

　　　　　　ウシノシッペイ群落

　　　　　　ミツガシワ群落

　　　　　　ヤ・マドリゼソマイ群落

　　　　　　タマミクリ粗豪落

　　　　　　ホソバノシバナ群落

　　　　　　ウキシバ群落

21．その他

　　　　クロマツ，アカマツ植林

　　　　スギ植林

　　　　ヤマハンノキ植林

　　　　オオバヤシャブソ植林

　　　　カモガヤ群落

　以上の多彩な現存植生単位を基礎に下北原子力発電所建設予定地周辺域（30km）の現存植生図

1：50，000）および自然度図（1：50，000），発電断周辺地域（5km）の現存および潜在自潜植生図

（1：25，000），さらに発電所構内予定地域（1km）の現存ならびに潜在自然植生図（1：5，000）

がそれぞれ作成された。あわせて下北半島の自然環境保全と原子力発電所建設に対する生態学対

的な立場からの自然環境の保全，潜在自然植生を基礎とした環境保全林，環境保全緑地の形成に

しての提案がおこなわれた。
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                      Zusammenfassung

Vegetation der Shimokita-Halbinsel in der Prafektur Aornori

                                     von

                   Akira MIyAwAKI und Yasushi SAsAKI

  Seit fast 10 Jahren wurden auf der Shimokita-Halbinsel irn nord-6stlichen von Honshu, beson-

ders um das Dorf Higashidori-Mura als Mittelpunkt vegetationskundliche Gelandeaufnahmen

von den im Gebiet vorkommenden Pflanzengesellschaften und stelienweise eine Vegetations-

kartierung durchgefUhrt. Wahrend der Gelandearbeit wurden tiber 4000 Vegetations-

anfnahmen von den dort vorkommenden verschiedenen ?flanzengesellschaften gemacht.

  Durch ihre Verarbeitung zu Tabellen sind 16 Wald-, 12 Gebitsch- und 82 Kraut-Gesell-

schaften, Assoziationen oder ihnen ent$prechende ranglose Pflanzengesellscha{ten erkannt

worden.

  AuBerdem kommen 4 kunstiich begritndete Forsten und eine kifnstliche Wiese vor.

  Diese zahlreichen Pflanzengeselischaften auf der Shimokita-Halbinsel spiegeln ihre man-

nigfaltigen Standorte wider wie Kall<gestein, SchwefelwUste, Sa}zteiche, und Gebirge, kUsten-

nahes Flachland, Moore, DUnen, Seen, Teiche und andere topographische und geologische

Gegebenheiten. Klimatisch geh6rt die Shimol<ita-Halbinsel im das Gebiet des japanischen

)V(eerklimas mit reicher Schnee-Decke im Winter.

  Das Untersuchungsgebiet fallt im die groBraumigen Vegetationsstufe des Fagetea

crenatae-Gebietes und damit in die sommergrtine Laubwaidzone. Darum bleibt die

Waldvegetation verhal£nismtiBig monoton. Immerhin ist das Thujopsietum hondae,

das auf den Shimol<ita- und Tsugaru-Halbinseln in N-Honshu verbreitet ist, eine bezeichnende

Waldassoziation dieser Gegend,.

  Als Wiesen- und Krautgesellschaften kommen auBer speziellen Moos und Krautgesellschaf-

ten wie das Caricetum angustisquamae oder die Cladonia theiophilae-Descha?mpsia

flexuosa-Gesellschaft auf der Schwefelwifste des Berges Osore-Zan auch reiche Moor- und

Kifsten-Dttnen Gesellschaften vor. Auf den hinter den K"sten-Ditnen liegenden Mooren

wachsen das Caricetum occu1tantis, die Junco yokoscensis-Ischaemetum

crassipes., die Carex michauxiana var. asiatica-Carex omiana-Gesellschaft und andere.
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Auf den ausgedehnten Kttsten-DUnen, die 100km lang von Sttden nach Norden den Pazifik

begleiten, kommen zonenartig Gesellschaften der Sa1soletea komarovii, G1eh-

nietea littoralis, Honckenyo-Elymetea, Rosetea multiflorae vor.
An den FluBmtindungen und an den Salzteichen entwickeln sich Salzwiesen-Gesellschaften

wie das Ranuneu1o-G1aucetum obtusifo1iae und die Ptzccinellia kurilensis-

Gesellschaft.

  Im flachen Meerwasser wtichst nahe dem Strand das Zosteretum nanae. Im Gebirge

und auf den HUgeln wurden Crmptomeria J' aponica und Pinus thzenberg'ii aufgeforstet.

  Das Flachland im Sifden der Shimokita-Halbinsel sowie in der Umgebung der Stadt Mutsu

wird als Acker und Reisfelder genutzt, auf denen Therophyten-Gese!lschaften der C heno-

podietea, Oryzetea sativae, Bidentetea tripartitae und andere Klassen

weit verbreitet sind. Nach den bisherigen Gelande und Tabellenarbeiten wurden auf der

Shimokita-Halbinsel folgende Pflanzengesellschaften festgestellt.;

1. Fagetea crenatae Miyawaki, Ohba et Murase 1964

  Saso-Fageta1ia crenatae Suz.-Tok. !966

   Saso kuri1ensis-Fagion crenatae Miyawaki, Ohba et Murase 1964

     Thujopsietuin hondae ass. nov.

     Aucubo-Fageturn crenatae Miyawaki et al. 1968

     Hamamelidi-Fagetum crenatae Miyawaki et al. 1968

     Tripeta1eio-Quercetum grosseserratae Ohba 1973
     tZ'72tijopsis dolabrata var. hondue-"nzes parviLt71ora var. pentmp1ig,lla-Gese!lschaft

 Fraxino-U1metalia Suz-Tok. 1967

   Pterocaryion rhoifo1iae Miyawaki, Ohba et Murase 1964

     Po1ysticho-Pterocaryetum Suz-Tok. et a!. 1956

     l;>"axinus mandshttrica var. japoniea-Pteroca7rva rhoilfblia-Gesellschaft

     Acer mono var. glabT'um-Ztrlfeova serrata-Gesellschaft

   U1mion davidianae Suz.-Tok. 1954

     Acer mono var. glabrz{7n-7Vlia J'crponica-Gesellschaft

     Asperula odorata-Qzterczts mongolica var. grosseserrata-Gesellschaft

  Querceta1ia serrato-grosseserratae Miyawaki et al. 1971

   Carpino-Quercion serratae IV{iyawaki et al. 1971

     5Ztsa senanensis-(2ttencus sen-ata-Gesel}schaft

   Zelkovion serratae Miyawakl et al. 1977
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      Cacalia fai:faraefolia var. bzelbdera-Zlalkova serrata-Gesel}schaft

     Pinion densif1orae Suz.-Tok. 1966

      Rnus densilfllora-Querczts mongolica var. grosseserrata-Gesellschaft

     Quercion dentatae all. nov.

      Brachypodio-Quercetum dentatae ass. nov.

     Menziesio-Quercion M2yawaki et al. 1968

      Spiraeo beti1ifo1iae-Rhododendretum tschonoskii ass. nov.

      Rhododendron brachorca7:z)um var. rosezem-IZex szcgerofeii var. brewipedunculata-

      Gesellschaft

2. Alnetea japonicae (Asano et al. 1968) Sasaki 1978

    Fraxino-A1neta1ia japonicae Sasakl 1978

     Ligustro tschonoskii-Alnion japonicae Sasaki 1978

       Carici biwensis-A1netum japonicae Sasaki 1978

3. Salicetea sachalinensis Ohba 1973

    A1no-Sa1iceta1la serissaefo1iae Ohba 1973

     Weige1ion hortensis Horikawa et Sasaki I959

       Arunco-A1netum pendu1ae Miyawaki et al. 1977

       Calamagrostis hakonensis-Coriaria japonica-Gesellschaft

       Roso-Ma1etum mandshuricae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

4. Rosetea mu1tif1orae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

    Rosetaiia rugosae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

     Roso-Juniperetum confertae Ohba, Miyawal<i et Tx. 1973

      Rosa rztgosa-Pionier-Gesellschaft

5. Cladonio theiophilae-Jttngermannieteathermari Ohba 1975

    C1adonio theiophi1ae-Jungermannieta1ia thermari Ohba 1975

     C1adonio theiophi1ae-Jungermannion thermari Ohba 1975

       Caricetum angustisquamae Ohba 1974
       Cladonia theiq2bhila-Descha77ipsia .fZexzeosa-Gesellschaft

6. Asteretea tripo1ium Westhoff et Beeftinl< 1962

     Puccine11ion kuri1ensis Miyawaki et Ohba 1965

       Ranuncu1o-G1aucetum obtusifo1iae ass. nov.
       .?ttcciitellia fetcrilensis-Gesellschaft

7. Zosteretea maritimae Pignatti 1953

    Zosteretalia marinae B6guiilot 1941 em. Br.-Bl. et R. Tx. 1943
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     Zosterion marinae Christiansen 1934

     Zosteretum nanae Harmsen 1936

8. G1ehnietea 1ittora1is Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

    G1ehnieta1ia 1ittora1is Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

     Caricion kobomugi Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

      EIymo mo1lis-Caricetum kobomugi Miyawaki 1967

       Elymo mo1lis-Zoysietum macrostachyae Ohba, Miyawaki et Tx.

       1973

9. Honckenyo-E1ymetea Tx. 1966

    Honckenyo majoris-E1ymeta1ia mo11is Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

     Messerschmidio-E1ymion mo1iis Ohba, Miyawaki et Tx. !973

       Messerschmidio-E1ymetum mo11is Ohba, Miyawaki et Tx 1973

       Elymus mollis-Pioniergesellschaft

       Arte7nisia stelleria7za-Elymzts mollis-Gesellschaft

10. Sa1so1etea 1<omarovii Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

    Sa1so1eta1ia komarovii Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

     Sa1solion komarovii Ohba, Miyawal<i et Tx. 1973

       Sa1so1o-Atriplicetum subcordatae W. Lohm. et Miyawal<i 1962

       Senecio pseudo-arnica-Gesellschaft

11. Miscantheteasinensis Miyawaki et Ohba 1970

    Miscantheta1ia s1nensis Miyawaki et Ohba 1970

     Miscanthion sinensis Suz.-Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970

       Iridi-Miscanthetum sinensis Suganuma et Sugawara 1972

       ILIemerocallis middendor:£fii var. escule7zta-A4oliniopsis j'mponica-Gesellschaft

     Zoysion japonicae Suz.-Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970

       Erigeronti-Zoysietum japonicae Suganuma 1966
       .l'Oa pratensis-Zbblsia j'aponica-Gesellschaft

    Sedumo-Festuceta1ia rubrae H. Nakanishi 1980

     Dianthusido-Achi11edion angustifo1iae H. Nakanishi 1980

       Artemisio macrocephalae-Chrysanthemetum yezoensis
                                    Okuda, Fujiwara et Miyawaki 1970

       Ange1icetum iwatensis ass. nov.

I2. Fi1ipendu1o-Artemisietea montanae Ohba 1973

    Fi1ipendu1o-Artemisieta1ia rnontanae Ohba 1973
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        Artemisio-Po1ygonion sacha1inensis Miyawaki et al. 1968

          Boehmerio-Artemisieturn montanae Miyawaki et al, 1968

          Pilea hamaoi-k7rpatiens textori-Gesellschaft

          Plectrantho-Artemisietum montanae Suganuma 1970

          .l]letasites 7'tipofzictts var. gigrintezts-Artemisia 7no7ztana-Gesellschaft

          Anaphalis ma7'garitacea var. 3,edoensis-Artemisia montana-Gesellschaft

          Eguisetum arvense-Gesellschaft

13. 0xycocco-Sphagnetea Br.-Bl. et Tx. 1943

      Drosero-Rhynchosporeta1ia a1bae K}ika 1945 em. R. [l)x. I980

        Drosero-Rhynchosporion (W. Koch 1926) em. R. Tx. 1980

        Mo1iniopsio japonicae-Rhynchosporion a1bae (Damman 1977)

        R. Tx. 1980

         Carex limosa-Gesellschaft

         IZ}"iophorum coreanzem-Gesellschaft

      Eriophoro vaginati-Sphagnetalia papillosi Tx. 1970

        Mo1iniopsio-Sphagnion papi11osi Tx., Miyawaki et K. Fujiwara 1970

          Oaycoccus palzest7'is-sSiphagnum paltcstre-Gesellschaft

          LSZ)hagnum mpicztlattcm-Gesellschaft

          ksy)hagnztm pz{lch7-um-Gesellschaft

14. Phragmitetea Tx. et Prsg. 1942

     Phragmiteta1ia eurosibiricae Tx. et Prsg. 1942

        Phragmition W. Koch 1926

         Calamagrostio langsdorffii-Phragmitetum communis Miya-
         waki et al. 1976

          Scirpo f1uviatiIis-Zizanietum 1atifoliae Miyawal<i et Okuda 1972

          .htncz{s yokoscensis-Stiipzts triqueter-Gesellschaft

          Strii?tts nip2()oniczcs-Gesellschaft

          Cl'lypha latijblia-Gesellschaft

          Eleocha7'is zvichztrae-Gesellschaft

          Eleocha7'is mamillata var. ayclocct7?a-Gesei!schaft

          Eleocharis intersita-Geselischaft

         ,l;Vmbristlylis sttbspicata-.htnczt.s wallich'ia?ztts-Gesellschaft

          Calla palustris-Gesellschaft

         Equisetu7n li77zosu7n-Gesellschaft
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     Oenantho javanicae-Phaiaridion arundinaceae Miyawaki et

     Okuda 1972

      Phragmitetum japonicae Minamikawa 1963

    Magnocaricetalia Pign. 1953

     Ga1io brevipeduncu1ati-)vl[agnocaricion Miyawaki et K. Fujiwara

     1970

      Ange1ico genuflexae-Caricetum vesicariae Iv3[iyawaki et K.

      Fujiwara 1970

      Carlcetum dispa1atae Miyawaki et Ol{uda 1972

      Triadeno-Caricetum thunbergii ass. nov.

      Caricetum occultantis ass. nov.

      Junco yokoscensis-Ischaemetum crassipes Okuda et al. 1970

      Carex pseudocuraica-Gesellschaft

      Striipus xvichurae-Carex thzenbeiig-ii-Gesellschaft

      Carex ccipillacea-Carex omia7ta-Gesellschaft

      Carex omiana-Carex michatexiana var. asiatica-Geselischaft

      Cai'ex wiridttla-Gesellschaft

      Carex phacota-Gesellschaft

!5. Montio-Cardaminetea Br.-Bl. et Tx. 1943

    Ange1ico-CardaminetaIia Ohba 1975

     Ange1ico-Cardaminion Ohba 1975

      Caricetum podogynae Ohba 1975

16. Chenopodietea Br.-BL 1951

    Comme1ineta1ia communis Miyawaki 1969

     Elsho1tzio ci1iatae-Sonehion brachyotis Miyawaki 1969

      Elsho}tzia ci1iata-Sonchus brachyotis-Ass. Miyawaki 1969

      E?"igeroit annutes- ICi'igeron ca7zadensis-Gesellschaft

17. 0ryzetea sativae Miyawaki 1960

    Cypero-Echinochloetaiia oryzoidis Boi6s et Masclans 1955

     Oryzo-Echinoch1oion oryzoidis Bol6s et Masclans 1955

     A1ismetum orienta1is Miyawaki 1960

18. Bidentetea tripartitae Tx., Lohm et Prsg. 1950

    Bidentetalia tripartitae Br.-Bl. et Tx. 1943

     Panico-Bidention frondosae Miyawaki et Okuda 1973
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         Po1ygonetum thunbergii Lohm. et Miyawaki 1962

       Lindernion procumbentis Miyawaki et Okuda 1973

         Clypertes sanguinolentus-Eleocharis ovokoscensis-Gesel}schaft

         Eragrostis pilosa var. o7rvxetortcm-,FV7nbristylis sqztarrosa-Gesellschaft

         Dimeria ornithopodo var. tenera-Gesellschaft

19. Potamogetonetea Tx. et Prsg. 1942

     Potamogetoneta1ia W. Koch 1926

       Potamogetonion eurosibirici W. Koch 1926

         .l)btamogeton natans-Gesellschaft

       Nymphaeion Oberd. 1957

         Brasenia schreberi-Ny77iphaea tet7'agona var. angusta-Gesel}schaft

         Hovth'illa verticillata-Ceratophs,lltem demersttm-Gesellschaft

         Rztltipia rostellata-Gesellschaft

         Vallisneria asiatica-Gesellschaft

         Adlyriophovlltem ttsszeriense-Gesellschaft

20. Unbekannte h6here Einheiten

     P1antagineta1ia asiaticae Miyawaki 1964

       Polygonlon avicularis Miyawal<i 1964

         Eragrostio ferrugineae-Plantaginetum asiaticae

         knnisetttm alopecztroides-Plantago asiatica-Gesellschaft

         Carex albata-PZantago asiatica-Gesellschaft

Tx. 1977

Liriope minor-.Pinus thtenbergii-Gesellschaft

Rztbus palmatzts var. coptopdylius-Rubzts c7utaegijblitts-Gesellschaft

,hmiperzts sargeizti･i-Gesellschaft

Sdlix integra-Pionier-Gesellschaft

Rhamnus crenata-Adlyrica gale var. tomentosa-Geseilschaft

Ledztm palttstre var. divei'sipilosztm-Gesellschaft

Dactylis glomerata-Gesellschaft

Carex ftabellata-Gesellschaft

Carex sadoensis-Gesel}schaft

Carex pumila-Gesellschaft

Nemarthria sibirica-Gesellschaft

Me2qyanthes trilfbliata-Gesellschaft
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         Osmtendastrum cinnmomeum var. .fbkiense-Gesellschaft

         SZ)argnnium glomeratzem-Gesellschaft

         7>-iglochin palustre-Gesellschaft

         .Rsetedoraphis ztkishiba-Geselischaft

21. Kttnstliche Forsten

     Anus thunbei:gii-1}inz{s densijZora-Forst

     Cil)tPtomei"ia j'aponica-Forst

     Almes hirsttta-Forst

      /llnzts sieboldiana-Forst

  Auf Grund der bis jetzt erl<annten Vegetationseinheiten wurden im Geltinde Karten der

realen Vegetation (1: 50 OOO) sowie des Natifr!ichkeitsgrades der Vegetation (1: 50 OOO) in

der Umgebung der Baustelle des Shimokita-Atomkraftwerl<s hergestellt. Um das Kraftwerk

wurden im Umkreis von 5km Radius Karten der realen und der potentiellen natUrlichen

Vegetation (1:25000) gezeichnet. im Bereich des Bauplatzes wurde weiter reale und

potentielle natUrliche Vegetation anf Karten mit groBem MaBstab (1:5OOO) m6glichst

genau dargestel}t.

  Zugleich wurden nach Okologischen und vegetationskundlichen Erkenntnissen fUr MaBnah-

men zur Erhaltung der na£Urllchen Umwelt sowie zur Begrgndung neuer Urnweltschutzwttlder

und GrUnflachen auf Grund der potentiellen natUrlichen Vegetation koRkrete Vorschltige

gemacht.
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